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M4300 マネージスイッチシリーズ スタック情報 

 
参照英文資料- M4300 Managed Switch Series - Stacking Information 

(http://kb.netgear.com/app/answers/detail/a_id/30332/~/m4300-managed-

switch-series---stacking-information) 

 

NETGEAR M4300 マネージスイッチシリーズは他の M4300スイッチとスタック接続

することができます。M4300 シリーズでスタックを設定するときに以下の項目を参照

してください。 

1. スタックは最大 8 台の M4300スイッチで構成できます。 

2. M4300スイッチは M4300スイッチのみとスタック可能です。 

3. M4300 スイッチはどの 10Gポート（カッパーまたはファイバー）を使ってもスタッ

クできますが、以下の制限があります。 

 M4300-28G, M4300-52G, M4300-28G-PoE+ ,M4300-52G-PoE+は 1 台あ

たり 4つの 10Gポートをスタックで使用できます。 

 M4300-8X8F, M4300-12X12F, M4300-24X24F は 1 台あたり 16の 10Gポ

ートをスタックで使用できます。 

4. スイッチをスタックに追加する前に M4300スイッチのスタックポートをスタックモ

ードに設定する必要があります。M4300 スイッチのスタックポートのデフォルト

設定はイーサネットモードであることに注意してください。 

5. スタック中の各 M4300スイッチは同じファームウェアバージョンで動作している

必要があります。 
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Web 管理インターフェースを使って M4300 のスタックを設定する 

1. スタックケーブルを接続しない状態ですべての M4300 スイッチの電源を入れま

す。 

2. スタックマスターとするスイッチの Web 管理インターフェースを表示してログインし

ます。 

3. System > Stacking > Advanced > Stack-port Configuration を選択して Stack-

port Configuration 画面を表示します。 

4. スタックポートの左側のチェックボックスを選択します。（ここではポート 1/0/49 と

1/0/50 を選択しています） 

5. Configured Stack Mode 欄のドロップダウンメニューで Stack を選択します。 

6. Apply ボタンをクリックして設定を適用します。 

6. Maintenance > Save Config > Save Configuration を選択して Save Configuration

画面を表示します。 
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7. チェックボックスを選択して Apply ボタンをクリックします。 

8. 他のスイッチの Web 管理画面に接続してステップ 3－7 を繰り返します。 

9. すべての M4300スイッチの電源を落とします。 

10. スタックケーブルを接続します。 

11. スタックマスターにする M4300 の電源を入れて起動を待ちます。（Web 管理インタ

ーフェースが利用可能になるまで待ちます。） 

12. 他のスイッチの電源を入れます。スイッチが起動するとスタックに参加します。 

13. System > Stacking > Advanced > Stack-port Configuration を選択して Stack-

port Configuration 画面を表示します。 
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CLI（コマンドラインインターフェース）を使って M4300 スタックを設定する 
1. スタックケーブルを接続しない状態ですべての M4300 スイッチの電源を入れま

す。 

2. スタックマスターとするスイッチのコンソールに接続してログインします。 

3. 以下の赤字のコマンドを使って、stack global config モードに入り、スタックモード

にするポートを設定します。（ここではポート 1/0/49 と 1/0/50 を選択しています）

最後に設定を保存(save)します。 
(M4300-52G-PoE+) >enable 

(M4300-52G-PoE+) #configure 

(M4300-52G-PoE+) (Config)#stack 

(M4300-52G-PoE+) (Config-stack)#stack-port 1/0/49 stack 

(M4300-52G-PoE+) (Config-stack)#stack-port 1/0/50 stack 

(M4300-52G-PoE+) (Config-stack)#exit 

(M4300-52G-PoE+) (Config)#exit 

(M4300-52G-PoE+) #save 

 
This operation may take a few minutes. 

Management interfaces will not be available during this time. 

Are you sure you want to save? (y/n) y 

 

Config file 'startup-config' created successfully . 

 

Configuration Saved! 

4. 他のスイッチのコンソールに接続しステップ 3を繰り返します。 

5. すべての M4300 スイッチの電源を切ります。 

6. スタックケーブルを接続します。 

7. スタックマスターにする M4300 の電源を入れて起動を待ちます。（コンソールにロ

グインプロンプトが表示されるまで待ちます。） 

8. 他のスイッチの電源を入れます。スイッチが起動するとスタックに参加します。 

9. 以下のコマンドでスタックポートの状態を確認します。 

(M4300-52G-PoE+) >en 

(M4300-52G-PoE+) #show stack-port 

                                                Configured Running 

                                                Stack      Stack      Link         Link 

Unit    Interface     Type    Product Name      Mode       Mode       Status     Speed (Gb/s) 

---- ---------------- ------- ----------------- ---------- ---------- ---------- ------------ 

1    0/49                                       Stack      Stack      Link Up      10 

1    0/50                                       Stack      Stack      Link Up      10 

1    0/51                                       Ethernet   Ethernet   Link Down    10 

1    0/52                                       Ethernet   Ethernet   Link Down    10 

2    0/49                                       Stack      Stack      Link Up      10 

2    0/50                                       Stack      Stack      Link Up      10 

2    0/51                                       Ethernet   Ethernet   Link Down    10 

2    0/52                                       Ethernet   Ethernet   Link Down    10 


